
ふじた和秀議員に対する議員辞職勧告決議（案） 

 

減税日本ナゴヤ所属の田山宏之議員が、自由民主党名古屋市会議員団所属のふじた和秀

議員に対し、平成 30 年 11 月に行われた議会運営委員会による視察先での懇親会の際に、

ふじた議員から暴言、暴行を受けたことを理由に不法行為による損害賠償を求めていた訴

訟において、ふじた議員による暴言などを認め、10万円の支払いを命じた名古屋高等裁判

所の判決が確定してから約１年が経過したが、いまだにふじた議員は被害者や市民に対し

一切の説明も謝罪もしていない。 

この件に関しては、愛知県警がふじた議員を書類送検し、名古屋地方検察庁が令和２年

３月 13 日に不起訴処分としたが、暴行罪についての不起訴処分の理由は「起訴猶予」で

あることから、刑事事件として暴行の事実はあったと認められているものである。 

上記訴訟の内容となっていたふじた議員の違法な言動、訴訟における「『くず』、『ごみ』

という発言は田山議員に対し政治家として奮起を促す意味で述べた」等の責任逃れとも言

える極めて不誠実な言動、判決確定から今日までの不作為は決して許されるものではない。

こうした一連の行為は、市民の代表として、自らの襟を正し、あらゆるハラスメントの根

絶を周知・啓発していく立場にある議員として、その資質が疑われる恥ずべきものと言わ

ざるを得ず、子どものいじめ対策などに真摯に取り組んできた名古屋市会に対する市民の

信頼を大きく失墜させるとともに、その名誉を著しく毀損するものであり、到底容認する

ことはできない。 

この件につき、自由民主党愛知県支部連合会は令和４年７月 14 日付でふじた議員を６

か月間の党員資格停止処分としたが、その間もふじた議員は自民党名古屋市議団に所属し

たまま、すでに処分の期間は過ぎている。自民党愛知県連が処分を決断したにもかかわら

ず、自民党名古屋市議団はこの件に関し「お咎めなし」という驚くべき判断をしたことに

他ならない。 

名古屋市議会基本条例に定める「議員は、高い倫理性を常に確立し、誠実かつ公正に職

務を遂行する」（第３条第４号）との規定や、名古屋市会議員政治倫理綱領に定める「議

員は、自らの行動を厳しく律するとともに、市民の代表者としてふさわしい品位、識見を

養わなければならない」（第２第４項）、「刑事事犯等の社会的に批判を受ける行為を行わ

ないこと」（第３第１項第１号）との規定等に照らせば、議長経験者であり、現在の名古

屋市会の第一党である会派の団長・幹事長など要職を歴任されてきたふじた議員であれば

なおのこと、自らの出処進退に関する判断が必要な事例であると考えるが、いまだ議員の

職にとどまったままである。名古屋市会としてこれを不問とすることは、議会の自浄能力

に対する市民の期待を裏切ることになり、決して見過ごすことはできない。 

よって、名古屋市会は、失われた議会への信頼を回復し、あらゆるハラスメントの根絶

を推進するため、ふじた和秀議員に対し、上記のような恥ずべき行為を行った責任を重く

受け止め、議員の職を辞することを勧告する決議を行うものである。 


